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不進不存、復活と再生の年に！
京都府産業支援センター会長　石田　明

年頭にあたり謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
皆様におかれましては健やかに新春をお迎えのこととお喜び申し上げ
ます。
平成の年号になりまして25年目の四半世紀を迎える今年は「巳年」に
あたります。「巳」は動物では「蛇」を指しますが、古来より、蛇は信仰の
対象となっており、雨を降らし、豊穣をもたらす神様として崇められ
てきました。祭祀や祀りごとの「祀」の文字に「巳」が用いられているの
も、代表的な神格が巳（蛇）だったからだと言われています。
また、蛇は何度も脱皮を繰り返して生まれ変わることから「復活と再
生」の象徴であるとも言え、「神の使い」として全国各地に蛇神を祀って
いる神社もあります。蛇には執念深いイメージがありますが、強い生
命力と探究心、そして情熱を持つ「巳」のように、いまだ厳しい環境の
続く平成25年を「不進不存（進化無くして存在価値無し）」の精神で乗り

越えていきたいと思います。
さて、日本経済におきましては長引く世界経済の減速観を背景にいまだ不透明感から抜けきれず、
加えて消費税増税、電力問題等先行き不安定な情勢が続いています。そのような環境下で生き残り、
勝ち残るためになお一層の努力、工夫が必要であり、まさに逆風下での企業の底力が試される正念場
にあるかと思います。
また、ご承知のとおり本年３月で中小企業金融円滑化法が終了することとなっており、中小企業に
とってはさらに厳しさが増すことが想定されます。これに対して京都府と京都市で条件付きの新たな
制度融資が創設されたところですが、京都府産業支援センターにおきましても京都府、関係機関と密
に連携しながら、情報提供をはじめきめ細やかな相談、支援を行っていく所存でございます。
そのような中、京都産業21では、昨年冊子としてとりまとめました「製品開発型京都企業」について、
中小企業のイノベーション応援サイトとしてホームページで公開しましたので是非ご活用ください。
また、海外進出支援関連では、2010年の上海代表処（京都府上海ビジネスサポートセンター）の開設
を機に、アジア圏内に進出する企業を現地と京都の双方からバックアップしているところでございま
すが、昨年は新たに上海常設展「日本 京都館」を開設し、次いで京都自動設備支援ネットワーク（「チー
ム京都」）を創設して、中国での設備自動化の大型案件をチームとして請負う仕組みを作りました。単
独企業ではなくチームで請け負うことで、より信頼性が増し、徐々に案件が増えるなど成果が目に見
えてきております。それぞれの参画企業とともにこの活動を今年はさらに拡大させていきたいと思い
ます。
一方、京都府中小企業技術センターにおきましては、昨年８月に50周年を迎え、様々な記念行事に
多くの皆様のご参加をいただきました。これを節目に皆様の満足度を一層高める努力を行ってまいり
ます。また、平成23年度から開始した「企業連携技術開発支援事業」については、24年度は７つのテー
マについて取り組みを進めています。
京都府内の個々の企業活動を見ますと、既存技術を活かしての市場特化や新分野進出、海外への展
開等を図る等、果敢に経営革新に取り組まれている企業もございます。京都府産業支援センターにお
きましても知恵を絞り、自律化を目指す企業をはじめとする府内中小企業とともに考え、ともにチャ
レンジしてまいる所存でございます。
結びにあたりまして、新年が「一陽来復」（冬が終わって春が来る）と言われるように、巳年の今年は
物事が良い方向に向かう年でありますよう、皆様方の一層のご理解とご活用をお願い申し上げますと
ともに、皆様のこの一年のますますのご繁栄とご健勝を心から祈念いたしまして、新年のご挨拶とさ
せていただきます。
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京都の持つ「力」を生かし、「オール京都」で明日を切り拓こう
京都府知事　山田 啓二

平成25年　年頭のあいさつ

府民の皆様、あけましておめでとうございます。

昨年は、ロンドンオリンピックでの京都府ゆかりの選手の活躍や、
京都大学　山中伸弥教授のノーベル賞受賞など、府民にとって大変誇
らしい出来事のあった年でありました。その一方で、痛ましい交通事
故の発生や南部地域での豪雨被害、停滞する経済と厳しい雇用環境、
生活保護受給世帯の増加、原子力発電所の安全性をめぐる問題や節電
対策など、多くの課題が生じた年でもありました。

昨年の衆議院議員選挙では、エネルギー問題、消費税増税問題、
TPP交渉参加問題などをめぐって国論が二つに割れ、また領土問題な
ど「対立」が目立った年でもありました。だからこそ、今年は「和をもっ

て貴しとなす」、この言葉を実践する年にしたいと思います。困難な課題が多く、難しい判断が求め
られますが、巳年となる今年は、蛇行することはあっても、着実に前に進んで行きたいものです。そ
のために、私どもはこれまで以上に「熟議」し、その上で「判断」し、みんなが心を合わせ、困難に向かっ
て「行動」していかなければなりません。

幸い、京都には、さまざまな機関や団体、そして府民の皆様が連携し、協力して大きな力を発揮す
るという「オール京都」の風土があります。この「オール京都」による取り組みは、昨年も「古典の日」の
法律制定や、「和食」の世界無形文化遺産登録に向けた活動、「京都産業育成コンソーシアム」による中小
企業支援、高齢者の方々が住み慣れた地域で安心して暮らせるようにするための「京都式地域包括ケ
ア」など、すでに多くの分野に及んでいます。

また、地域に暮らす皆様が協働して地域づくりに取り組む「地域力再生プロジェクト」は、この６年
間で３千件を上回り、身近な道路などの改善を府民の皆様の提案により行う「府民公募型安心・安全
整備事業」は、この４年間で４千５百件にも上るなど、府民の皆様の協力によって地域を豊かにする
取り組みが進められました。

府民の皆様お一人お一人が、夢と希望を抱き、生きがいを持って暮らせるような京都をつくってい
くためには、こうした取り組みを、府政運営の三つの基本方向である「府民安心の再構築」、｢共生社会
の実現｣､「京都力の発揮」にそって活かしていくことが必要です。

京都には、伝統・文化の力やブランド力、人材やものづくり産業、学術研究の蓄積などの未来を創
造する力といった比類なき「力」があります。本年３月には、京都縦貫自動車道の沓掛・大山崎間が開
通し、26年度には全線開通を迎えるとともに、北近畿タンゴ鉄道の再生やJR奈良線の環境整備を進
めることで、府民の皆様の力をさらに結集できる条件が整ってきます。

日本全体が大きな構造変化に直面し、未来への道筋を見いだせない今、京都の持つ「力」を存分に発
揮するためにも、今年の合い言葉は「オール京都」でいきませんか。

この一年の、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げます。
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平成23年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・
製品等について、代表者や技術者のお話をうかがいます

京の技シリーズ
～技術開発に成果をあげ京都産業に貢献した中小企業の紹介～

目がありますが、正極、負極の切断面にバリ（出っ張り）が
あると、セパレータフィルムを破ってショートしてしまい
ます。車用のバッテリーなら、事故につながるので大変危
険です。このため、電池の正極、負極を切るスリッターに
は、高精度な技術が求められていました。
当初は、汎用タイプのスリッター“TCシリーズ”の刃物だ
けを改造して試しましたが、品質が安定しなかったため、
電池電極材料用の切り方を新たに考案することにしまし
た。刃物の材質や角度、上刃と下刃の回転数などいろいろ
な条件の組み合わせを試しました。そして1995年に“TG
シリーズ”第１号機を顧客に納入しました。しかし、まだ
切る材料そのものが研究段階だったこともあり、材料メー
カーの動きに合わせながら、その後も改良を続けました。
この時代に長く苦労したからこそ、リチウムイオン電池の
需要が本格的に拡大し、他のお客様から同様のオーダーが
殺到したときもスムーズに引き受けられたと考えています。

■圧力調整をスプリング式からエア式に
2000年代に入っても改良を続けました。切断面の精度
を上げるには、材料特性に合わせた適切な刃物の角度、深
さ、寄せの圧力が必要です。しかし従来のスプリングによ
る圧力調整では、材料の種類によってスプリングの強度を
変えなければならず、それを作業者の手加減に頼っていた
ため精度にバラつきがあり、時間もかかっていました。
山場を迎えたのは2009年。圧力調整を自動制御する手
法として、ゴム製の薄膜を使ったダイヤフラム方式（空気
圧で作動する調整弁）を試しましたが、やはり仕上りにバ
ラつきがあり、コストもかさみました。そこで、ピストン
で動かす方式に変更し、数値管理によって側面から空気圧
をかける手法を新たに開発。運転しながら材料に一番合う
圧力に調整できるようにしたため、制度も効率も向上しま
した。
エア圧調整は、ドイツ製で刃物部が単独ホルダー（刃物
が１枚ずつ独立
して動作）のも
のは以前からあ
りますが、非常
に高価になるた
め、軸タイプ（１
本の軸に数枚の
刃物をセット）
を採用。数値管
理によって切断
状況をデータに

■スリッター業界のパイオニアとして
西村製作所は1946（昭和21）

年創業のスリッター専業メーカー
です。スリッターとは、切って巻
く機械という意味ですが、英語の
辞書を調べてもめったに見かけま
せん。紙やフィルム、金属など様々
な原材料を用途に合わせた幅にス
リット（切断）し、巻き取っていく
産業機械です。もともとドイツ製
の機械だったのを日本用に作り変
え、国産第１号機として発売した
のが1954（昭和29）年。以来、

スリッターのパイオニアとして、多様な機種を開発し、業
界トップを走ってきました。今や製品は世界中で使われて
おり、「NSスリッター」のブランド名で知られます。大量生
産される製品はどこかでスリッターが使われており、その
意味で取引先はあらゆる産業界に及びます。
当社の特徴は、お客様のニーズに沿った仕様で１台１台

作る受注生産であること。どんな素材をどう切断するかを
聞き取って開発していくため、技術的要素が大きい仕事で
す。紙だけ、フィルムだけに特化しているスリッターメー
カーはありますが、どんな素材でも対応するというのは、
全国でも当社くらいでしょう。１号機を作った老舗として、
お客様からのオーダーは断らない姿勢を貫き、何でも手が
けてきたため、取引先は多方面に広がりました。
仕事は、「こんな新素材ができたが、切ってもらえないか」

というお客様からの相談で始まります。面白いのは、時代
の流れによって切る対象が変わること。ビデオテープ用が
売れた時代、写真のフィルム用が売れた時代、印画紙用が
売れた時代もあります。そして今はリチウムイオン電池用
が大きな割合を占め、海外比率も高くなっています。

■高精度が求められる電池材料用スリッター
今回受賞した技術は、リチウムイオン電池用の電極ス

リッターです。初めてリチウム電池関係の依頼を受けたの
は、1994（平成５）年。私たちは、新しい素材を用いた製
品が世に出る何年も前の研究段階から、その素材に向き合
うことが多いのです。
リチウムイオン電池は、正極（アルミ箔）、負極（銅箔）の
間にセパレータフィルム（微多孔性プラスチックフィルム）
をサンドイッチしたものを、ぐるぐると巻いた構造になっ
ています。セパレータフィルムには、正極と負極の短絡
（ショート）を防止し、かつリチウムイオンを透過させる役

【第６回】 株式会社西村製作所
「リチウムイオン電池用電極スリッター」

▲代表取締役社長
　西村 孝昭 氏

▲ 単独ホルダータイプの新型スリッター
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整えました。リチウムイオン電池関係の市場は、今後も国
内外に広がっていくと考えています。

技 術 担 当 者 か ら ひ と 言
取締役・技術部部長 山本 裕之 氏
当社にあっては、お客様からど
のような素材を持ってこられても
対応できる技術力と、お客様の悩
みを聞き取り、それに応えていく
コミュニケーション力が不可欠で
す。技術力維持のために、開発チー
ムに１人は若い人を入れてOJT
で技術を伝えていくようにしてお
り、打ち合わせから設計、組み立
てと１台の完成に最後まで関わり
ます。また、コミュニケーション力を高めるために、私自
身が部下との対話を大切にしています。アットホームな企
業風土もあり、この10年に離職した大卒技術職はゼロ。
自分の技術がステップアップしていくことを実感できるた
めだと思います。

会社概要
●会 社 名：株式会社西村製作所
●所 在 地：京都市南区上鳥羽南苗代21番地
●代 表 者：西村 孝昭
●資 本 金：3億7,600万円
●事業内容： スリッター、スリッター周辺産業機械、コアカ

ッター、スライサー、シートカッター、その他
関連制御機器の設計・製作・販売

▲取締役・技術部部長
　山本 裕之 氏

【お問い合せ先】（公財）京都産業 21 連携推進部産学公・ベンチャー支援グループ
TEL：075-315-9425  FAX：075-314-4720
E-mail：sangaku@ki21.jp

残せるようになったことも特徴です。こうして2010年２
月、“TGシリーズ”エア式 １号機を市場に投入しました。
1995年から販売開始した“TGシリーズ”は、リチウム

イオン電池需要の拡大を背景に売上を伸ばし、これまでに
200台以上を販売しました。リチウムイオン電池の主な
生産拠点はアジアにあり、欧米のスリッターメーカーより、
当社が有利なポジションにあることも大きかったといえま
す。そのうち、エア式の制御機能を付加した機種は10台
程度の納入実績があり、現在では電池材料以外にも微妙な
調整が必要な機械にエア制御機能を採用しています。

■切って巻く分野ではどこにも負けない
最近では、刃物部を軸タイプからホルダータイプに改良

した「NS単独ホルダー」を開発。2013（平成25）年１月末
の産業展示会に出展する予定です。この単独ホルダーなら、
切れ味が落ちた場合でも、その部分の刃物だけを取り替え
ればよく、幅広の機械のカッター部にも使えますし、従来
製品に比べて安価なことも特徴です。
今後は家庭用の充電器も普及してくるため、新たな工夫

が必要です。携帯電話がそうだったように、リチウムイオ
ン電池も小型化してくるでしょう。製品が小型化するほど、
より精巧な切り口を求められる難しさがありますが、「切っ
て巻く分野では
どこにも負けな
い」という自負
を持って対応す
ることにしてい
ます。３年前に
は空気清浄度ク
ラス１万のク
リーンルームを
新設し、お客様
とともにテスト
ができる環境を

▲ 各種試験が行われるクリーンルーム
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「京都ビジネス交流フェア2013」開催のご案内
京都から世界へ！　イノベーションの風、光る知恵

BPフォーラム  稲盛ホール（３階） 　　参加料：無料　 　定員各500名
フォーラムについては右記からお申し込みください　http://www.ki21.jp/bpfair.forum/

京都“ぎじゅつ”フォーラム2013
（１）表彰式：平成24年度 京都中小企業技術大賞
（２）講　演：「ものづくりニッポン復活」

講師　NHK制作局第１制作センター専任ディレクター 解説委員　片岡　利文 氏

2月21日（木） 10:30～ 12:20
産学公・ベンチャー支援グループ

☎075-315-9425

京都試作フォーラム2013
テーマ：「京都を試作のメッカに！」～グローバル社会の試作開発ニーズに応えるサポートインダストリーを目指して～
・基調講演／講師　ハイアール　アジア　インターナショナル株式会社
　　　　　　　　　取締役副社長　兼　洗濯機R&Dセンター長　奥　俊一郎 氏
・座談会／奥　俊一郎 氏

京都工芸繊維大学　創造連携センター　特任教授　行場　吉成 氏
京都産業育成コンソーシアム　常任幹事・事務局長　家次　昭 氏
京都試作ネット　代表理事　竹田　正俊 氏

2月21日（木） 13:30～ 16:20
企業連携グループ
☎075-315-8677

日　時  2013年2月21日（木）～22日（金）
 10：00～17：00
会　場  京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）
 京都市伏見区竹田鳥羽殿町５
 （近鉄・地下鉄「竹田」下車）
入　場  無料
主　催  京都府、（公財）京都産業21

共　催  （財）京都府総合見本市会館
後　援  近畿経済産業局、京都市、京都商工会議所、
 (一社)京都経済同友会、(公社)京都工業会、

京都産業育成コンソーシアム、
(財)全国中小企業取引振興協会

ものづくり加工技術展
「世界で“光る”ものづくり・加工技術展」
・府内ものづくり中小企業130社・11グルー
プによる技術、自社PR等の展示商談会
・試作産業PRの場
・震災復興特別出展　仙台市から6社出展

 大展示場 
市場開拓グループ
☎075-315-8590

近畿・四国合同緊急広域商談会（10：30～16：30）
<近畿・四国ブロック財団共催〉
新規外注先、協力先を求める発注側と新規取
引先の開拓を目指す受注側とのビジネスマッ
チングのきっかけの場　
※面談申込み受付は終了しています。

 第２展示場（2階） 
市場開拓グループ
☎075-315-8590

製品開発型・京都企業展　 NEW
オープンイノベーションのニーズに応える共
同研究開発のパートナー及び販路開拓の目的
として製品開発型企業による展示

 大展示場 
企業連携グループ
☎075-315-8677

丹後テキスタイル展　 NEW
丹後の織物や繊維素材を活用した生活関連製
品、雑貨、小物、工芸品等の展示・販売

 大展示場 
北部支援センター
☎0772-69-3675

きょうと連携交流ひろば
・企業連携による活動を展開するグループや
研究会等の展示・相談

・大学、金融機関等の技術・開発支援等の府
内企業に役立つメニューの紹介及び相談

 大展示場 
連携推進部

☎075-315-8677

＊詳細につきましては、ホームページをご覧ください。
http://www.ki21.jp/bp2013/

両日開催　１０：００～１７：００
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下請取引改善講習会
主催：財団法人全国中小企業取引振興協会
内容：下請代金支払遅延等防止法及び下請中小企業振興法の概要等
※事前申込みが必要です。詳しくは右記へお問い合わせください。

（財）全国中小企業取引振興協会
下請取引改善講習会係
☎03-5541-6688

インキュベートのみやこ推進事業
主催：京都産学公連携機構、京都府、京都市
内容：京都府内のインキュベート施設、入居企業の製品・技術展示等による連携・マッチングの場

 大展示場 
京都府商工労働観光部 ものづくり振興課

☎075-414-4852

関西の選りすぐり　～地域資源活用商品～　 NEW
主催：関西広域連合
内容： 農商工連携、地域資源活用等に取り組む関西の加工業者等による商品の展示、試食、商

談会、販売及び事業者間交流のきっかけの場

 第１展示場 
京都府商工労働観光部 産業労働総務課

☎075-414-4819

KYOTO DESIGN WORK SHOW
主催：京都府中小企業技術センター
内容： 中小企業のものづくり・製品開発を支援する立場として、デザイン会社によるデザイン

ワーク発表の場を設け、課題解決のためのデザインマッチングを推進

 大展示場 
京都府中小企業技術センター 企画連携課

☎075-315-9506

知恵産業のまち・京都の推進
主催：京都商工会議所
内容：知恵ビジネスプランコンテスト認定企業、知恵のチャレンジャー登録企業の紹介

 大展示場 
京都商工会議所 知恵産業推進室

☎075-212-6470

同時開催事業

【お問い合せ先】 （公財）京都産業21 企画総務部 企画広報グループ TEL：075-315-9234  FAX：075-315-9240
E-mail：kikaku@ki21.jp

両日開催　10:00～17:00

2月21日（木）　13:00～16:00　 5階ラウンジ 

ベンチャーフォーラム　～注目すべき起業家たち～
・基調講演：「地域新産業戦略の推進について」
講師　経済産業省経済産業政策局　地域経済産業グループ 参事官（地域新産業戦略室長）　小野　裕章 氏
・講演：「たった１人の家電メーカー　唯一無二のモノづくり」～新しいメーカーのあり方と、その開発手法～
講師　ビーサイズ株式会社　代表取締役　八木　啓太 氏
・講演：「それならメーカーになりましょう！」～中小製造業下請からの脱出～
講師　株式会社テクノブレイン　代表取締役　芦達　剛 氏

2月22日（金） 10:20～ 12:10
産学公・ベンチャー支援グループ

☎075-315-9425

国際化フォーラム
・「ベトナムの最新経済事情と進出日系企業の今」
講師　ジェトロ 海外調査部　アジア大洋州課　主任調査研究員　守部　裕行 氏

・「景気減速下の中国経済」～進出日本企業は～
講師　ジェトロ 大阪本部　ビジネス情報サービス課　アドバイザー（貿易投資）　竹村　仲生 氏
・「21世紀は中国／アジアとの共生で」～中小企業の強みを活かす～
講師　公益財団法人京都産業21上海代表処　首席代表　藤原　二郎

2月22日（金） 13:00～ 15:50
市場開拓グループ
☎075-315-8590
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KIIC会員交流会2012
11月20日（火）、リーガロイヤルホテル京都において「KIIC（京都産業創造交流クラブ）会員交流

会」を開催しました。第１部では神戸大学経済経営研究所の伊藤宗彦氏による基調講演が行われま
した。その模様を紹介します。

●時代のパラダイムを感じ取る
本日はまず、皆さんを取り巻く環境の変化について認識して
いただきたいと思います。環境の変化によってビジネスにおけ
る考え方が変わることを、パラダイムの変化といいます。パラ
ダイムとは、いわばその時代を支配する大きな考え方のことで
す。例えば現在のモノづくりに関して言えば、円高や電力料金
の上昇、少子高齢化などさまざまな要因が重なり空洞化が起き
ています。しかし、1960～ 70年代にはそのようなパラダイ
ムはありませんでした。昔の成功体験をビジネスに活かそうと
しても、現在のパラダイムの中では通用しません。ですから、
まず現代のビジネスにおけるパラダイムを知ることが重要です。
現在のパラダイムをいくつか挙げます。GDPの高い国は、

サービス産業の占める割合が非常に大きいのが特徴です。例え
ば米国ではすでにGDPの８割がサービス業です。日本は現在
７割弱ですが、2020年には米国並みの８割になると推測され
ています。サービス業に取って替わられる１割は何かというと、

国外へ出ていく製造業だといわれています。今後この傾向は加
速していくでしょう。ただ日本の製造業は努力して生産性を向
上させています。一方で、今後GDPを支えるべきサービス業は、
米国に比べてここ10年ほど利益率が低く生産性が上がってい
ません。これについては原因の特定が急がれます。もうひとつ
のパラダイムは、顕著なコモディティ化です。コモディティ化
とは、需要があるのに製品の価格が下がるというやっかいな現
象です。例えばDVDプレーヤーは、発売当時に８万円したの
に現在は数千円で買えるものもあります。需要はあるのに業界
全体がなかなか儲からないという現象がコモディティ化です。
しかし、いわゆる「白物家電」、なかでも冷蔵庫はここ10年

で価格が上昇しています。例えば環境面ではよくないとされる
フロンを使わない冷蔵庫が登場し、あっという間に普及しまし
た。フロンを使っていたものより価格が高くても消費者が購入
したからです。省エネ係数の表示など業界挙げての取り組みも
功を奏し、どんどん製品の価値を上昇させました。このように、
製品にイノベーションが起これば、コモディティ化は起きない
ことが考えられます。

●イノベーションとは何か
イノベーションとは、企業に対して収益というかたちでイン

パクトを与え、大きな意味で世の中の役に立つことです。現代
でも頻繁に引用される19世紀の有名な経済学者・シュンペー
ターは、イノベーションについてさらに詳しい５つの定義を挙
げています。①まだ消費者に知られていない新しい商品や品質
の開発　②未知の生産方法の開発　③従来参加していなかった
市場の開拓　④原料ないし半製品の新しい供給源の獲得　⑤新
しい組織の実現　です。これらの定義からわかる重要なことは、
イノベーションは技術の延長にあるのではなく、マーケットと
隣り合わせであることです。企業においてイノベーションに取
り組むのは、主にマーケティング部署になります。技術とマー
ケットの両方に精通する人材がいれば会社にとって非常に有益

神戸大学経済経営研究所
教授

伊藤 宗彦 氏

プロフィール
昭和 54 年名古屋大学工学部卒業。松下電
工株式会社を経て、平成 15 年神戸大学経
済経営研究所准教授、19 年同教授に就任。
主な著書に「１からのサービス経営」（共著、
中央経済社）ほか

「事業のサービス化で顧客価値を高める」
～モノとサービスによる企業収益の最大化～
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です。良い技術屋だけがイノベーターになれるわけではありま
せん。
誰もが、イノベーションを起こして早く大ヒット製品を生み
出したいと考えているはずです。しかし、ヒット製品を生むこ
とがイノベーションではないのです。他社と同じような規模の
インフラや人材なのに、組織やビジネス展開の仕方次第で他社
より優位な状況に立つこと、つまり数字に表れない競争優位を
いかに作り上げるかがイノベーションを起こす上で大事なこと
です。
イノベーションに導くための戦略や仕組みを実現させるのは
簡単ではありません。そこには二つの大きな壁があります。ひ
とつは「社内」です。新製品を作る上で、いかに社内のルールが
守られているか、開発に向かって一丸となって進んでいく仕組
みになっているか、CSRが守られているかなど、社内のガバナ
ンスの構築にまず取り組まなくてはなりません。いわば組織設
計です。もうひとつの問題は、市場です。昔なら大手の下請け
であればじっとしていても注文が舞い込んできましたが、今は
そんな時代ではありません。自ら進んで市場に出ていき、マー
ケティング戦略を立てて攻略しなければなりません。社内のガ
バナンスと市場への働きかけ。この二つをリンクさせて、いか
に人とお金を運用し消費者に製品を届けるかを考えなければな
りません。この流れをサプライチェーンマネジメント（SCM）
といいます。
SCMはどの会社でも意識しないうちに作られています。大切
なのは、その流れの中でいかに価値を生み出すかです。モノの
価値の考え方には２通りあります。ひとつはモノ中心の「交換価
値」です。この考え方では、作ったモノに対して１個いくらで対
価が支払われてビジネスが終結します。それに対して、サービ
ス中心の「使用価値」という考え方があります。例えば大手警備
会社はセンサーを売って取り付けるだけでなく、顧客の住宅状
況などに合わせて１ヶ月いくらでさまざまなサービスを組み合
わせます。それによって顧客の満足度（CS）が上がり、リピート
がかかります。このサイクルによってどんどん儲かる仕組みを
作り上げています。片方は売り切りの交換価値で終わり、片方
は顧客の顔を見る商売で自社商品の価値を高め、リピート率を
高める。大事なのはこのサービス中心の考え方だといえます。

●B to BからB to B to Cへ
サービス中心の仕組みはB to Bビジネスを基本とされる皆さ

んにとって、決して他人事ではありません。B to Bを基本とし
ながらも、付加価値を高めることでサービス中心のビジネスを
構築している例を紹介します。
大阪府のある自転車部品メーカーは、ギアを自転車メーカー

に納めています。おそらく同社に自転車そのものを作らせたら
世界一良いものを作るでしょう。しかし、決して自転車を作ら
ずあくまでギアを作って売っています。なぜならその方が儲か
るからです。その理由は、消費者が同社の良質なギアを使った
自転車は良いものだと判断していて、自転車メーカーも同社の
ギアを使わないと売れないことがわかっているからです。同社
は顧客の満足度をモニタリングできる仕組みも持っています。
これによってB to Bから結果的にB to B to Cのビジネスを生
み出しています。最終の顧客層の満足度が上がる仕組みをビジ
ネスモデルとして考える。これがイノベーションなのです。

●産業構造の変化に対応する
かつて日本の製造業、特に大手電機メーカーなどはひとつの

製品を生み出す際に部品から何からすべて自社で作り上げる
「垂直統合型」が主流でした。しかし今や世界で業績を伸ばして
いる企業は、部品をすべて外部の特化型企業から購入し自社は
組み立てるだけ、あるいは重要なCPUだけに特化して大量に生
産して売っている企業などです。この傾向を「水平分業化」とい
います。水平分業化はいわばオールスターチームのようなもの
です。世界中の特化型企業からベストな部品を集めてモノを組
み立てれば、簡単に良い製品が出来上がります。産業構造がそ
のような仕組みに変化してしまったのが、現状なのです。この
変化の間を縫って、いかにビジネスを構築するかが今求められ
ています。
特化型企業の特徴は、非常にオープンなかたちで製品を市場

展開していることです。その製品を買って組み立てれば簡単に
モノが出来上がるわけですから、誰にでも新たなビジネスに参
入できるチャンスがあるといえます。このパラダイムの変化、
産業構造の変化をうまく自分のものにすることで、ビジネス
チャンスは大きく広がります。
昨今、日本の製造業は厳しい状況にあります。だからこそ技

術とサプライチェーンのイノベーションを考え、いかに顧客満
足度を向上させてB to B to Cのビジネスを構築していくか。
このことがますます重要になってきているといえます。本日は
ありがとうございました。

【お問い合せ先】（公財）京都産業21 連携推進部 企業連携グループ TEL：075-315-8677  FAX：075-314-4720
E-mail：renkei@ki21.jp
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企業のコストダウンを支援します

本募集は、京都府議会での平成24年12月補正予算成立を条件として実施するものです。
このため、予算案が議決されない場合は、本補助事業は中止となりますので、予めご了承ください。

■中小企業緊急負担軽減事業補助金　募集要領■

募集期間 平成24年12月3日（月）～平成25年1月21日（月）午後5時

対象事業者 京都府内に事業所を有する中小企業者及び事業協同組合等 

補助対象事業

経営改善につながる、次に掲げる事業
　①燃料費等のコスト削減が見込める設備や事務機器等の更新や新規導入
　②生産・販売を行う現場の効率化（コスト削減）につながる設備の更新や新規導入
　③製造原価の低減につながる設備の更新や新規導入
　　※①～③いずれの場合も京都府内の事業所への設備投資であることが必要

補助対象期間

補助金の交付を受けてから行う事業の期間は、 
原則として補助金の交付決定日から平成25年3月15日（金）までです。
※補助金交付決定前に事業着手（契約行為、発注等）をする場合は、事前着手届の提出が必要となります。
※平成24年12月3日（月）以降に契約したものが補助対象となります。
※平成25年3月15日（金）までに設置、工事及び支払が完了したものが補助対象となります。

補助対象経費

申請事業の実施に直接必要な経費で、
　・補助対象事業の実施に必要な設備等の購入経費等
　・設備導入に伴い、直接必要となる工事に要する経費
※補助対象経費が60万円を下回る場合は、補助対象外

補助率 補助対象経費の2分の1以内

補助限度額 100万円（1企業当たりの上限額）

申請書の提出先 公益財団法人京都産業21　設備導入支援グループ又は、京都府広域振興局農林商工部　商工労働観光室
（事業所等の所在地によって提出先が変わります。）

募集要領・
交付申請書等

公益財団法人京都産業21のホームページからダウンロードできます。
http://www.ki21.jp/setsubi/hojo_hutankeigen/ 

※申請内容を審査の上、採択事業を決定し、平成25年2月上旬（予定）に文書により通知予定。
※補助金は、予算の範囲内で交付するため、採択されても希望された金額の全てには応じられない場合があります。
※同一事業について、国や府等の公的な補助金、助成金等の交付を受けている場合、又は受けることが決まっている場合は対象外。

〈ご案内〉
公益財団法人京都産業２１では、京都府からの助成を受けて、中小企業緊急負担軽減事業補助金の募集を下記の通り行います。
本事業は、厳しい経営環境にある中小企業の方々が行う、経営改善の取り組みに必要な設備導入に要する諸費用の一部を補助するものです。

中小企業緊急負担軽減事業補助事業のご案内
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設備貸与制度

お問い合せ先 （公財）京都産業21 事業推進部 設備導入支援グループ TEL：075-315-8591  FAX：075-323-5211
E-mail：setubi@ki21.jp

お客様
の　声

再研磨の仕事を全自動化
各産業界を刃物の切れ味で支える！

有限会社ヨシダ
専務取締役　吉田 拓生 氏
所在地●京都府久世郡久御山町野村東ノ口13-1
ＴＥＬ●075-631-0404
ＦＡＸ●075-632-1465
業　種●刃物研磨業

●生産効率を大きく左右する刃物の再研磨
当社は1965（昭和40）年、木工職人だった父・吉田邦夫（代表
取締役・京都府優秀技能者表彰「現代の名工」受賞）が、木工の工
業生産化に伴い、“刃物によって木工業界の発展に関わりたい”と
創業。以来、各種産業界の先端を走るお客様に刃物の観点から
合理化・コスト削減を提案し、また、ノウハウを蓄積してきました。
当社では、産業用刃物の高精度研磨を主体に、オーダーメイド
刃物の製作・販売も行っています。刃物には切削対象や用途によっ
て多様な種類があり、当社では木工用、金属用（鉄・鉄鋼材・スチー
ルパイプ）、非鉄金属用（アルミ・銅・ステンレス合金）、プリント基
板用、プラスチック・樹脂用、窯業用、カーボン用などの、各種チッ
プソー、コールドソー、カッター、ドリルなどを手がけています。
刃物は精密に再研磨をすることで新品同様に再生でき、結果、

生産コストの低減が可能になります。また、用途に合わせた改
良や開発をすることで、不良率の削減、後工程の簡略化といっ
た効果を生みます。不良率の削減は環境面からも重要です。近
年、顧客企業においては、繁忙期であっても経費節減のため刃
物の新規購入を控えられる傾向にあります。その結果、再研磨
の精度向上や短納期化へのニーズが強まっています。当社では
再研磨工程の半分を熟練した職人の手作業に頼っていました。
しかし、納期短縮のニーズに応えるため夜間作業になることも
あり、従業員の労働負担をどう軽減するかが課題でした。

●職人技を自動化するモデルケースに
そこで今回、老朽化していた設備の入れ替えを機に、最新の

全自動研磨機の導入を決めました。本機は半分が研磨機、半分
が自動供給ロボットになっており、無人で刃の入れ替えを行う
ほか、細かな設定によって職人の手作業と変わらない研磨をし
ます。高価な機械のため、導入前に検討を重ねましたが、これ
まで外注していた人工ダイヤモンド刃の研磨が内製化できるこ
と、夜間の自動運転により人件費を抑えられることから、費用
対効果は見込めると判断しました。
商工会の紹介で京都産業21に相談したところ、大変スムー

ズに申請手続を行うことができました。この機械は、全国でも
刃物メーカーで数台の導入例があるだけで、研磨業者の導入例
はありません。その意味ではパイオニアとして、職人の感覚に
頼る部分が大きい研磨の仕事をどう自動化していくかのモデル
ケースになればと
考えています。ま
た、自動化によっ
て高いレベルの技
術が安定して維持
できれば、受注拡
大が見込めるため、
今後は営業面も力
を入れていきたい
と考えています。

 京都産業21設備導入支援グループより

今回の同社の設備導入は、単なる老朽化設備の入れ替えで
はなく、次世代を見据えた前向きな経営姿勢に基づくもので
す。導入効果を算出されるなど事業計画が緻密であった点、
３人のご子息が創業者の吉田社長を支える形で事業を継承さ
れている点に、力強さと将来性を感じました。

供給装置付きチップソー全自動研磨機
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【お問い合せ先】（公財）京都産業21 事業推進部 市場開拓グループ TEL：075-315-8590  FAX：075-323-5211
E-mail：market@ki21.jp

上海代表処だより　Vol.12

2010年10月に上海代表処を
開設し、今年で３回目の新年を迎
えます。代表処の業務のひとつに、
物産の販売及び製造業の現地での
企業活動等への支援があります。
最初の１年は、それぞれ百貨店

での物産展の開催、また展示会へ
の出展展示支援などを実施しまし
た。これらの活動を通して、中国
は非常に大きな市場になりつつあ

るという事、そしてその大きな市場でプレゼンスを高め、
中国の顧客に注目をしてもらうには、業界あるいは業界を
超えて、京都企業が一丸となって取組む必要がある事が分
かりました。
２年目はこの結論に基づき、物産、製造ともに「チーム

京都」というコンセプトで、出来るだけ多くの企業に参画
していただき、中国市場の開拓にチャレンジをする事にな
りました。
物産関係では、中国の有名百貨店に常設の京都コーナー

を開設し、伝統工芸品等の展示販売を実施しています。製
造関係では、『チーム京都／京都自動設備ネットワーク』と
して、三十数社の参加を得て2012年６月より活動を開始
しました。その結果、具体的な受注も実現してきており、
今後も期待出来る状況になっています。また、上海国際貿
易商城３階には『日本 京都館』を開設し、これから中国市
場を開拓しようという京都企業の商品、製品を展示し、販

売チャネル開拓、事業マッチング活動を展開しています。
昨年９月以降は、領土問題で日中関係が悪くなった影響
を受けて、経済活動も大幅にダウンしました。しかし経済
活動は平常に戻りつつあり、普段の生活も以前の状態に
戻ってきています。政府間の交渉事はまだ制約が多いです
が、その他全般に渡って改善が進んでいます。21世紀は
中国、アジアが経済、政治両面で世界の中で大きな役割を
果たす時代となります。特に日中関係は大変重要であり、
そこにおいては経済、文化、人の交流の促進がより一層重
要になります。外交は国の問題であり、自治体、企業、各
人は両国の友好関係を増進することが双方の利益になると
思います。
2013年は京都と西安、京都府と陝西省の友好関係樹立
30周年を迎えますので、こうした節目の年にあたり、上
海代表処におきましても、経済、文化、人の交流促進の面
で求められる役割を果たして行きたいと思います。
主要な活動内容としましては、①チーム京都（京都自動
化設備ネットワーク）の活動の更なる発展、②京都の商品、
製品の販売促進支援の実施強化で京都ブランドの定着、③
日中友好関係の促進事業の支援と観光事業等の支援を主に
して、活動を展開してまいります。

皆様のご意見、ご要望をお聞きしてより充実した活動に
したいと思いますのでよろしくお願いします。

「上海代表処　２０１３年の正月を迎えて」

▲藤原首席代表


